
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月の行事予定＊印については後日詳しくおたよりします。 

２日（火）節分会 

８日（月）身体測定週（～12日） 

９日（火）わくわくデー【命を大切にいただく食育活動】 

１０日（水）弁当の日・５歳児５施設交流保育【ぞう組】 

     保育所開放日 

１１日（木）建国記念の日【祝日：休所】 

１５日（月）避難訓練 

１６日（火）わくわくデー【イカの一夜干し】 

１９日（金）誕生会 

２２日（月）集金日 

２３日（火）天皇誕生日【祝日：休所】 

２４日（水）巡回相談日（山田心理相談員来所） 

２５日（木）わくわくデー【ありがとうの会】 

２６日（金）布団持ち帰り日 

保育所開放日 

３月の行事予定 

５日（金）ぞう組親子お別れ会（13:30～）＊ 

７日（日）清掃奉仕【8:00～10:00：終了後保護者会役員会】＊ 

２５日（木）令和２年度修了式＊ 

３０日（火）・３１日（水）希望保育＊ 

保育目標〇冬の遊びを楽しもう 
 例年は雪が積もる日が少ないからこそ、機会を逃さず雪や氷、冷たい風
に触れる経験を大切に、この時期だからできる遊びを保育士や友だちと一
緒に楽しみます。また、鬼ごっこや相撲など体をしっかりと使って楽しむ
遊びを通して、体が温まる体験をします。 

〇いろいろなクラスの友だちと一緒に遊ぼう 
0歳から 6歳までの子どもたちが一緒に過ごしている保育所の良さを活

かし、ふれあい遊びや発表会ごっこを通して、異年齢の子どもたちに親し
みを持ち、喜んでかかわりながら遊びます。 

生活目標〇身の回りのことを丁寧にしよう 
クラスで紙芝居や絵本を読んだり、げんき集会で寸劇をしたりして、冬

の感染症の予防の仕方を分かりやすく伝え、寒い時期を健康に過ごせるよ
う保育をします。うがい、手洗いの大切さも先月に引き続き伝えます。 
また、自分の持ち物や共同で使うものも丁寧に扱えるよう伝えます。 

〇気持ちの良いあいさつをしよう 
先月に続いて今月も、あいさつをすることを目標にしています。子ども

たちが自分からあいさつをすることで、気持ちよく一日を過ごせるように
働きかけていきます。保護者の方も一緒にあいさつをしましょう。 

保  育  所  だ  よ  り 
令和３年２月号 

平 田 保 育 所 
TEL 62-3207 

厳しい寒さの中にも、時折日が差して、少しずつ春に近づい
ていることを感じます。子どもたちは雪が降ると、目を輝かせ
て所庭に出かけ雪での遊びを楽しんでいます。 
今年度は、1月 27日・28日の 2日間、「発表会公開リハーサ

ル」を行いました。そして 1月 30日はいよいよ本番。子どもた
ちが目を輝かせ、楽しんで取り組む姿や一人一人の成長した姿
をステージ発表から感じていただけるのではないでしょうか。 
このリハーサルの経験や保護者の皆様に褒めていただいたこ

とが、発表会や今後の生活の中での自信につながっていくこと
と思います。 
また、０・1歳児は、保育所での様子や舞台で動物になりきっ

てリズム遊びをする姿を、保護者の方にもぜひ見ていただきた
いと思い、映像にて上映しました。少人数ずつの観覧にご協力
いただき、ありがとうございました。 
2月も引き続き「発表会ごっこ」を楽しみ、表現するおもしろ

さが感じられるようにと考えています。また、異年齢で一緒に
「発表会ごっこ」をしながら、年上・年下の友だちとのかかわ
りを体験できるようにもしていきます。 
今後も気温が下がる日があると思います。親子で手洗いやう

がいをし、部屋の換気と加湿も行うなど、感染症の予防に努め
ましょう。 

 

●保護者会の集金について（２２日） 

3 月に保護者会の決算を行うため、今月は 3 月分の保護者会費を一緒に集金さ

せて頂きます。よろしくお願いします。 

●ありがとうの会について（２５日） 

 わくわくデーでは今年度も地域の方々にお世話になり、たくさんの交流活動を

することができました。大福さん・平田第 5、６楽園クラブのみなさん・極楽寺

さん・吉川商店さん・生間さんを招待してありがとうの会を行います。 

●実習生について 

2 月８日（月）～２２日（月）の間、多久和さん（専門学校２年生）が保育実

習をしますので、よろしくお願いします。 

 

お知らせ・お願い 
❤子育て通信 

～ぜひ、子どもたちに発表会の「絶品ほめ言葉」を！～ 

 子どもは、周囲の大人の言葉がけにより、「よし、がんばろ
う！」「やってみよう！」と思ったり、「どうせ、できない！」「自
分はダメなんだ」と思ってしまったりすることがあります。 
誰でも、何かにチャレンジしてできなかったときには落胆す

ることと思います。そのときに、子どもが「できなかった」とあ
きらめてしまうのか、「またやってみよう」と思うのかは、周囲
の大人の言葉かけ一つで左右されると言っても過言ではありま
せん。（中略）親は子どもの「できる」「できない」に目を向けが
ちですが、結果だけに目を向けるのではなく、たとえできなか
った場合でも「がんばったね」などと、そのプロセスを認める言
葉かけをすることで、子どもは自己肯定感を高め、「またチャレ
ンジしてみよう」と思うことができるのです。 

言葉かけのポイント：言葉に笑顔やスキンシップをそえると、
気持ちがより伝わりやすくなります。  

※具体的な言葉かけについては玄関に掲示しています。ご覧ください。 

（ＰＨＰのびのび子育て 2018 年 ～できなかったときの「励まし言葉」でき

たときの「絶品ほめ言葉」～より 東京都市大学人間科学部教授井戸ゆかり氏） 

 

～ペットボトルキャップの回収終了について～ 

長い間、皆さんにご協力いただいておりました

ペットボトルキャップの回収ですが、2 月 5 日

（金）をもって回収を終了します。 

回収に携わってくださった平田高校ＪＲＣ部さ

んより連絡があり、イオン株式会社さんが回収事

業から撤退されるための中止とのことでした。 

 今まで、ご協力をありがとうございました。 

～職員について～ 

２月１日より、西尾景子保育士・細木陽子保育士がひよこ組
担任として勤務します。よろしくお願いします。 

今年度１２月までのペットボトルキャップ回収では 

９３．９㎏集まり、47人分のポリオワクチンとなりました。 
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５歳児エンディング 

 ０歳児 

 
２歳児 ＊職員の出張はありま

せんが、研修等は当所

においてオンライン

で受講いたします。 


